
資料１
　

○　調査票回収率（世帯票）の推移
平成30年 令和元年 令和２年 令和3年 令和４年 令和５年

（簡易調査） （大規模調査） （簡易調査） （簡易調査） （大規模調査） （簡易調査）

郵送回収の先行導入 郵送回収の全国展開 オンラインの先行導入 オンラインの全国展開

73.8% 72.5% 67.9% 68.4% 66.7%

　 ー -1.3%pt -4.6%pt 0.5%pt -1.7%pt

　 44,174 218,332 42,814 205,063 40,526

59,875 301,334 63,089 299,772 60,791

調 査 員 100.0% 97.8% 59.8% 61.9% 32.9%

郵 送 ー 2.2% 40.2% 32.7% 30.0%

オ ン ラ イ ン － － － 5.4% 37.1%

65.9% 62.6% 58.6% 57.6% 59.2%

ー -3.3%pt -4.0%pt -1.0%pt 1.6%pt

15,193 33,372 14,657 30,977 14,568

23,042 53,290 24,996 53,814 24,603

調 査 員 100.0% 95.2% 39.1% 34.3% 24.5%

郵 送 ー 4.8% 60.9% 30.2% 32.8%

オ ン ラ イ ン － － － 35.5% 42.8%

78.7% 74.6% 73.9% 70.8% 71.7%

ー -4.1%pt -0.7%pt -3.1%pt 0.9%pt

28,981 184,960 28,157 174,086 25,958

36,833 248,044 38,093 245,958 36,188

調 査 員 100.0% 98.3% 70.6% 66.8% 37.6%

郵 送 ー 1.7% 29.4% 33.2% 28.5%

オ ン ラ イ ン － － － － 33.9%

　

（注１）

（注２）

大規模調査年では都道府県・指定都市ごとに一定数を系統抽出、簡易調査年では都道府県・指定都市ごとの国勢調査区数に比例するように系統抽出している。このため、５都府県とその他42道府県の
比率は、大規模調査が２:８であるのに対し簡易調査では４:６となり、全国の回収率に対して５都府県の寄与度が大きくなるため、５都府県及びその他42道府県の回収率が増加した場合でも、全国の
回収率が低下する場合がある。
令和元年の郵送回収の先行導入は、北海道、宮城県、栃木県、埼玉県、千葉県、山梨県、愛知県、三重県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、福岡県の14道府県で実施（下線部は令
和４年にオンラインを先行導入した府県）。
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